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研究成果の概要（和文）：本研究では1920年代から1930年代のドイツ語圏において圧倒的な人気を誇った大衆娯
楽であるオペレッタについて、次の３つの観点から社会的意義を問い直した。まず、オペレッタにみられる社
会・政治諷刺における創作側と聴衆側の相互作用、次にオペレッタから演劇や映画等へのジャンルを超えた影
響、そしてドイツ語圏内・圏外での国境を越えた人材的・芸術的・技術的交流の影響である。以上の観点から現
存資料の調査を行い、社会的・政治的・文化的パロディに満ちたオペレッタが激動の戦間期においてどのように
諷刺を機能させていたのかという問いのもと、大衆の代弁者としてオペレッタが果たした役割を解明した。

研究成果の概要（英文）：This study examines the social significance of operetta, the overwhelmingly 
popular form of popular entertainment in the German-speaking world in the 1920s and 1930s, from the 
following three perspectives. Firstly, the interaction between creator and audience in social and 
political satire in operetta, secondly, the cross-genre influence of operetta on theatre and film, 
and thirdly, the influence of transnational personnel, artistic and technical exchange within and 
beyond the German-speaking world. From these perspectives, a survey of extant material was conducted
 to elucidate the role played by operetta as a voice for the masses under the question of how 
operetta, full of social, political and cultural parody, functioned as satire in the turbulent 
interwar period.

研究分野：文化史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究をつうじて、生きた舞台上で機能する諷刺によってオペレッタ作品がどのように自己反省的に作り変えら
れてきたのかを明らかにした。従来の文化史研究で看過されてきたオペレッタを多角的に見つめなおすことによ
り、ドイツ語圏オペレッタにおけるモダニズムの諸相に光を当てることができた。本研究の学術的意義は、戦間
期のドイツ語圏オペレッタの特質を検証し定位することにより、ワイマール文化研究やユダヤ文化研究のみなら
ず、文化史一般に新たな分析と評価の契機を提供することにあった。得られた研究成果は、論文や実際のオペレ
ッタ公演のプログラム解説として出版し、広く研究者の便宜に供するとともに、一般の方々にも還元した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究では、1920-30年代をオペレッタ第三の時代と位置付け、オペレッタの「モダニズム」

の全容を明らかにしていく。オペレッタの歴史は、まず19世紀半ばのパリにおけるジャック・

オッフェンバックに始まり、続いてウィーンにおけるヨハン・シュトラウスII世らに代表され

る「金」の時代が到来する。次に、20世紀初頭-20年代にかけて東欧出身の作曲家がウィーンや

ベルリンで活躍し、「銀」の時代といわれる第二次オペレッタ・ブームをもたらす。それに続

く1920-30年代は、レヴューやジャズ、映画といった、新興の大衆娯楽やアメリカ文化がオペレ

ッタに導入され、新たに展開していく「脱古典期／モダニズム期」である。だが、この第三の

時代は、「銀」の時代の付随と捉えられ（Richard Traubner, Operetta:A Theatrical 

History, Routledge, 2003）、この時期を概観する基礎的研究はいまだ確立されていない。オ

ペレッタのパイオニア的研究書（Volker Klotz, Operette, Bärenreiter, 2004）においても事

例が少ない。これが本研究を必要とする学術的背景である。 

 
２．研究の目的 
 

本研究の三つの柱は、（1）オペレッタにみられる社会・政治諷刺における創作側と聴衆側の

相互作用、（2）オペレッタから演劇や映画等へのジャンルを超えた影響、（3）ドイツ語圏

内・圏外での国境を越えた人材的・芸術的・技術的交流の影響、である。以上を究明し、1920-

30年代のドイツ語圏オペレッタにおける「モダニズム」の諸相を明らかにすることが目的であ

る 

 
３．研究の方法 
 

それぞれの研究方法を下記に説明する。 

（1）オペレッタにみられる社会・政治諷刺における創作側と聴衆側の相互作用 

本主題では、オペレッタの機能である「諷刺」と「パロディ」をめぐる理論的枠組を明確に

する。リンダ・ハッチオンやミハイル・バフチンの理論研究やゲオルク・ジンメルの社会学的

方法論を参考にし、オペレッタにおいて大衆が権力・権威を反転させる物語構造や男性社会に

異議申し立てをする女性キャラクターの機能、古典をパロディ化する自己反省的作用を検討す

る。オペレッタにおける喜劇役者の「笑い」と「アイロニー」の役割については、アンリ・ベ

ルクソンやウラディミール・ジャンケレヴィッチを参考に解明する。以上の理論的枠組を踏ま

えた上で、上演時の時代背景や各劇場の伝統、各都市の演劇的状況を調査し、個々のオペレッ

タで描かれた諷刺の意味を精査するとともに、ナチス台頭以降、そうした諷刺演出がどのよう

な制約を受けざるを得なかったのかを考察する。 

（2）オペレッタから演劇や映画等へのジャンルを超えた影響 

歌と芝居と舞踊から成るオペレッタは、ジャンルそれ自体が領域越境的な性格を持つ。すな

わち、演劇・オペラ・映画・バレエといった隣接する視聴覚表象・身体文化との相互交流がき

わめて盛んな大衆娯楽ジャンルである。さらにカール・クラウスやジークフリート・クラカウ

アー、クルト・ヴァイル、ゲオルク・カイザーといった批評家や創作者がオペレッタに多大な

関心を寄せていたように、オペレッタには「高級文化／大衆文化」および「モダニズム／大衆

娯楽」の分断を崩すような豊かな相関関係が見出される。本主題では、舞台芸術・視聴覚文化



の研究領野において、散発的に遂行されてきたオペレッタに関わる研究成果を取り入れ、オペ

レッタのジャンル横断的な創造の協働性を明らかにすることを目指す。 

（3）ドイツ語圏内・圏外での国境を越えた人材的・芸術的・技術的交流の影響 

オペレッタはジャンル越境のみならず、国際的な広がりも活況を呈していた。オペレッタの

国際的展開については、ドイツ語圏のみならず、フランス、イギリス、アメリカ、さらに日本

へと幅広い。本主題においては1920-30年代という第三の時代においてオペレッタの拠点であっ

たウィーン、ベルリン、ブダペストにおける人材の流動と越境的展開に着目する。またオペレ

ッタに導入されたアメリカニズムについても文化的越境の観点から調査する。 

 
４．研究成果 
 

本研究は、演劇学・音楽学・映画学・社会学の各領野の成果と方法論を射程に入れ、多角的

な大衆文化論研究を推進することにより、従来の文化史研究の偏重を修正しようとするもので

あった。本研究の波及効果は、戦間期のドイツ語圏オペレッタの特質を徹底的に検証し定位す

ることにより、ワイマール文化研究やユダヤ文化研究のみならず、文化史一般に新たな分析と

評価の契機を提供した。研究成果公開は論文や実際のオペレッタ公演のプログラム解説として

出版し、広く研究者の便宜に供するとともに一般にも還元した。 
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